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当出張所では、国道７号（三種町天瀬川三倉鼻～能代市二ツ井町小繋）と、琴丘能代道路（能代南IC～二ツ井白神IC）を管理しています。
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第８８号のインタビュー編で紹介したとおり、除雪グレーダーは、除雪機械の中で最も操作が難しい車です。

この写真をみても分かるように、ハンドルの両わきにはレバーが１０本あり、これを駆使して除雪作業を行い

ます。それぞれを向こうに倒したり、手前に引いたり、また、２本を同時に操作したりして、ブレードの角度

や回転、タイヤの傾きなどを細かくコントロールします。このように、操作が極めて難しいことから、十分に

練習を重ね、高い運転技術を身につけてから実際に国道を運転します。

除雪班（秋田道）除雪班（国道７号）

これまで２回にわたってお届けした除雪作業の紹介ですが、最後に、夜間の除雪勤務体制を紹介し

たいと思います。

除雪ステーションには、２４時間いつでも出動できるように作業員が待機しています。日中はもち

ろんのこと、夜間は交替で除雪ステーションに泊まります。

下図のとおり、除雪班（国道７号２２人 ＋ 秋田道５人）２７人＋情報収集班６人、計３３人でロー

テーションをしています。雪の多いときは、自宅待機班や、予備班も出動することになります。

このような昼夜を問わない除雪作業が、冬期間の能代山本地域の社会・経済を支えています。

情報収集班

夜間の勤務体制表

除雪グレーダーの運転席

※シャッターブレード･･･雪をブレード内に溜める

※ブレード･･･雪を車道外に除去する

除雪ステーションにて待機１人

（６人でローテーション）

除雪グレーダー


